
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 75 日間の１学期が終了しました。まずは、保護者の皆様より賜りました、たくさんのご支援

とご協力に深く感謝申し上げます。そして、新型コロナへの対応もひと区切りとなり、予定通り

に教育計画を進めることができたことに安堵しております。また、学校の様子でご心配をおかけ

したところもあったかもしれませんが、子どもたち一人ひとりと向き合い、機を逃さず適切な指

導をすることを確認したところです。この１学期をしっかりと振り返り、職員一丸となって２学

期に向かっていきますので、引き続きご理解とご協力を賜りますようお願いいたします。 

 さて、明日より夏休みに入るにあたり、子どもたちの大切な命を守るために、①川や海での事

故の防止、②自転車乗りのルールの徹底、の２点について、おうちでも再度ご指導くださるよう

お願いいたします。①については、ご存知のとおり全国的に痛ましい事故が多発しています。②

については、学校へヒヤリハットの報告が届いています。ご家庭での見届けと指導をどうかよろ

しくお願いいたします。安全で有意義な夏休みとなることを願っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７月１９日（水）に今年度２回目の標記活動が行われました。 

今回の対象は５年生で、流木を使ったオシャレな壁掛け作りに臨 

みました。流木は、トライあんぐるのお二人が横川の河原から集 

めてきてくださいました。その流木を活用して、イニシャルの頭 

文字を作ったりしながら、一人ひとりが味わい深い作品を作り上 

げました。工作好きな子どもたちにとっては、ロングの昼休みの 

時間も足りないぐらいの有意義な時間となりました。 

 そして、保護者・地域の方々には、この他にも協力をいただい 

ています。水泳の学習では、３名の方々に指導協力をいただきま 

した。また、６年生の体育では、運動会に向けて小国町陸上競技 

協会の５名の方々に走り方の基本を指導していただきました。お 

名前は、学校パートナーとしてあらためてご紹介しますが、本当 

にありがたいことです。感謝申し上げます。 

小国町立小国小学校 学校だより 

 

令和 5 年７月２６日（水）発行 第８号   校 長 浅 井  和 

水泳・陸上学習の学

校パートナーも！ 



 

 

 

 

 

  

 

 

１４日（月） 学校閉庁（～16日） 

２１日（月） ２学期始業式 

２２日（火） 生活リズム週間②（～28日） 

２４日（木） 小国中運動会活動の参観（６年生） 

２５日（金） 運動会係活動（～9／8） 

２９日（火） ＰＴＡグラウンド整備作業 

３０日（水） 運動会結団式 

 

～ 運動会のお知らせ ～ 
 

◆ 日時：９月９日（土）８：４０～ 

◆ 雨天順延・予備日：９月１０日（日） 

◆ 振替休業日：９月１１日（月） 
 

※ 日程の詳細は、あらためてお知らせいた

しますが、大会終了は 11：45（下校 12：25）

を予定しています。 

 
                             

 
◆ 第 46回置賜小学生バトミントン大会 

 低学年オープンシングルス 準優勝  安達 広夢 

◆ “日清食品カップ”山形県小学生陸上競技交流大会 

    女子 走高跳 第６位  渡部 夏子 

  ◆ 

第１位  おぐにバレーボールスポーツ少年団 

おめでとう！ 
スポ少等での活躍ぶりに感心しており

ます。お子さんを通してでかまいません

ので、ぜひお知らせください。 

8月の行事予定 

 

 

 

 ７月１４日（金）に、小中合同のボラン

ティア活動が行われました。今年度は、町

内の高齢者世帯へ暑中見舞いを書くことに

なりました。希望参加した４年生以上の子

どもたちが、下の写真のように中学生と一

緒に取り組んだところです。 

 実は、今年の１１月に開催される「東北

地区小学校特別活動研究協議会」におい

て、本校職員が児童会活動の実践を発表す

ることになっています。誌上発表ではあり

ますが、これまでの取組を評価していただ

いたものとうれしく思っています。 

 

 

 

 左記と同日に、６年生が警察の方をはじ

めとして、３名の専門職の方々をお招きし

て標記教室を実施しました。この内容は、

体育の保健分野にもあります。 

 学習の中では、いわゆる禁止薬物の使用

が、身近で、低年齢化してきているという

お話もありました。こうした学習は、発達

の段階に合わせて何度も繰り返して学ぶこ

とが大切だと言われています。正しい知識

と適切な判断ができる心を身に付けられる

よう、他の学年でも関連した学習にしっか

りと取り組んでいくようにします。 


